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安美展

第　

回
安
美
展　

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
に
、

６１
工
芸
（
陶
芸
）
部
門
の
平
賀
妙
子
さ
ん
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審
査
員
講
評

「
時
代
を
幾
つ
も
越
え
て
継
が
れ
る
も
の

が
あ
る
。
焼
物
の
上
絵
付
け
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
作
者

は
、 
緻 
に

�

 
焼  
成 

�
�
�
��
�

を
要
す
る
伝
統

的
な 
銀  
彩 
を
、

�
�
��
�

長
年
卓
越
し
た

手
び
ね
り
技
法

を
用
い
、
ま
た

緊
張
感
あ
る
フ

ォ
ル
ム
に 
波  
調 
紋
・

�
�
�
�
�

 
線  
條 
紋
を
施
し
て
、

�
�
��
�
�

格
調
高
い
作
品
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
」
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●
洋
画

部
門
大
賞
〈
県
知
事
賞
〉
＝
吉
田 
幸  
子 

さ
ち 

こ

（
安
城
町
）

市
長
賞
＝
杉
浦 
春 

し
ゅ
ん 
一 
（
碧
南
市
）、議
長
賞

い
ち

＝
野
村 
郁  
夫 
（
篠
目
町
）、教
育
委
員
会
賞

い
く 
お

＝
山
本 
由  
喜  
子 
（
昭
和
町
）、文
化
協
会
賞

ゆ 

き 

こ

＝
榊
原 
芳  
男 
（
城
ケ
入
町
）

よ
し 
お

●
書

部
門
大
賞
〈
県
議
会
議
長
賞
〉
＝
山
口 
律 りっ

 
舟 
（
城
南
町
）

し
ゅ
う市

長
賞
＝
野
村 
樹  
恵 
（
今
本
町
）、議
長
賞

じ
ゅ 
け
い

＝
神
谷 
芳  
翆 
（
尾
崎
町
）、教
育
委
員
会
賞

ほ
う 
す
い

＝
田
中 
恵  
美  
子 
（
今
池
町
）

え 

み 

こ

●
写
真

部
門
大
賞
〈
県
教
育
委
員
会
賞
〉
＝
神
谷

 
我  
保 
（
高
棚
町
）

が
っ 
ほ

市
長
賞
＝ 
小  
木  
曽  
和  
巳 
（
里
町
）、議
長
賞

お 

ぎ 

そ 
か
ず 
み

＝
神
谷 
浩  
造 
（
高
浜
市
）、教
育
委
員
会
賞

こ
う 
ぞ
う

＝
廣
村    

（
安
城
町
）

あ
き
ら

●
工
芸
･
彫
塑

部
門
大
賞
〈
県
文
化
協
会
連
合
会
賞
〉
＝

長
谷
川 
君  
代 
（
安
城
町
）

き
み 
よ

市
長
賞
＝
杉
浦 
鈴  
代 
（
大
東
町
）、議
長
賞

す
ず 
よ

＝
石
川 
弘  
子 
（
大
東
町
）、教
育
委
員
会
賞

ひ
ろ 
こ

＝
石
川 
和  
子 
（
高
棚
町
）

か
ず 
こ

●
日
本
画

部
門
大
賞
〈
安
美
展
賞
〉
＝
神
谷 
恒  
行 

つ
ね 
ゆ
き

（
安
城
町
）

市
長
賞
＝
花
井 
桜  
伯 
（
豊
田
市
）、議
長
賞

お
う 
は
く

＝
杉
浦 　
  
雄 
（
南
町
）、教
育
委
員
会
賞
＝

や
す 
お

加
藤 
桜  
水 
（
高
浜
市
）、文
化
協
会
賞
＝
亀

お
う 
す
い

井 　
  
三 
（
宇
頭
茶
屋
町
）

け
ん 
ぞ
う

問
い
合
わ
せ
▼

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（�
〈　

〉６
８
５
３
）

７７

リサイ
ク　ル

「
サ
カ
イ
カ
ン
ピ
」（
下
水
汚
泥
乾
燥
肥
料
）

無
料
配
布
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
配
布
方
法

①
製
品
は
境
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
刈

谷
市
衣
崎
町
／�
〈　

〉１
２
９
５
）

２５

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
、

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
に
在
庫
状
況
を

確
認
し
て
受
け
取
り
の
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

②　

袋
（
１
袋　

㎏
）
以
上
の
申
し

１００

１５

込
み
に
つ
い
て
は
、
県
内
へ
の
配
達

も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
知
立
建
設
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

は
受
け
付
け
、
配
布
、
配
達
を
行
い

ま
せ
ん
。
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●
主
な
成
分
・
性
質

窒
素　

〜　

％
、
リ
ン
酸　

〜　

％
、

２.０

３.０

１.５

３.０

カ
リ
ウ
ム　

％
未
満
、
石
灰　

％
以

０.５

１５

上
、
ｐ
Ｈ　

程
度
、
水
分　

％
程
度

１１

２５
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●
と
き
�
　

月　

日�
午
前　

時
〜
午
後

１２

１４

１０

３
時
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
無

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

●
と
こ
ろ
�

市
役
所
臨
時
駐
車
場
（
旧
ト

ポ
ス
跡
地
）

●
配
布
数
量
�
　
�
入
り
の
も
の
を　

袋

１５

５００

問
い
合
わ
せ
▼

知
立
建
設
事
務
所

（�
〈　

〉３
１
１
１
）、

８２

市
下
水
道
管
理
課

■
障
害
者
日
常
生
活
用
具
に
再
給
付
の
制

度
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
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■
安
城
市
障
害
者
福
祉
計
画
の
改
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
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■
愛
・
地
球
博
の
特
別
割
引
制
度
の
活
用
を
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問
い
合
わ
せ
▼
障
害
援
護
課
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■
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
社
会
を

実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
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� 福　祉

　

月
３
日�
〜
９
日�
は
、「
障
害
者
週
間
」
で
す

１２

　毎年、人や車の動きがあわただしくなる年末は、
１年を通じてもっとも日没が早く、夕暮れ時や夜間
の交通事故が多発しています。そして、忘年会シー
ズンを迎え、飲酒運転による事故の発生も心配され
ます。また、道路交通法の一部改正により、走行中
の携帯電話使用について罰則が見直されました。�
　そこで、この時期にあわせて年末の交通安全運動
を実施します。�

●飲酒運転を追放しよう�
●ライド＆ライト運動（夕暮れ時の前照灯�
　早め点灯運動）を進めよう�
●運転中の携帯電話の使用は絶対にやめよ�
　う�

重
点
目
標�

◆問い合わせ◆市民安全課�

○
割
引
内
容
○

大
人
（
満　

歳
以
上　

歳
未
満
）

１８

６５

４
６
０
０
円�
２
３
０
０
円

中
人
（
満　

歳
以
上　

歳
未
満
）

１２

１８

２
５
０
０
円�
１
３
０
０
円

小
人
（
満
４
歳
以
上　

歳
未
満
）

１２

１
５
０
０
円�
　

円
８００

シ
ニ
ア
（　

歳
以
上
）

６５

３
７
０
０
円�
１
９
０
０
円

※
障
害
の
状
況
に
よ
っ
て
、
介
護
者

も
割
引
き
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。



■
冬
を
の
り
き
ろ
う
ス
ポ
ー
ツ
講
座

●
と
き
・
内
容
な
ど　

左
表
の
と
お
り

●
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

月
７
日

１２

�
午
前
９
時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

予
約
可
）

■
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

�
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�
�
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�

●
と
き
・
内
容
な
ど　

左
表
の
と
お
り

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

中
部
公
民
館
大
会
議
室

●
定
員
�
　

人
（
先
着
順
）

５０

●
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
、
筆
記
用
具
、
昼
食

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

月
２
日

１２

�
午
前
９
時
〜
来
年
１
月
９
日�
に
体
育

課
（
市
体
育
館
内
）
へ

広報あんじょう　2004.12.1 �

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２　

スポーツ

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会
、
サ
ー
ク
ル
育
成
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
講
座
な
ど

体
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
サ
ー
ク
ル
育
成
講
座
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●
と
き
・
内
容
な
ど　

上
表
の
と
お
り

●
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

（
高
校
生
以
下
を
除
く
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�
　

月
３
日

１２

�
〜　

日�
（
月
曜
日
を
除
く
）
午
前
９

１７

時
〜
午
後
８
時　

分
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

３０

（
電
話
予
約
可
。
参
加
料
は　

月　

日�

１２

１７

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
）　

※
定
員
に
達

し
て
い
な
い
講
座
の
申
し
込
み
は　

月　
１２

２４

日�
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
講
座

時
間
以
外
の
利
用
は
別
途
施
設
使
用
料
が

必
要
。

■
プ
ー
ル
利
用
制
限
の
お
知
ら
せ
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●
問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
▼
体
育
課

（
市
体
育
館
内
／�
〈　

〉３
５
３
５
）、

７５

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉３
５
４
５
）

７５

対象持ち物定員とき講座名

１８歳以上
（高校生を除く）

水着、
水泳帽子、
施設使用料

各２０人
来年１月１４日�
午後３時～４時・７時～
８時

お正月太り解消
水中ジョギング体験会

１８歳以上の女性
（高校生を除く）トレーニン

グウエア、
室内シュー
ズ（「女性の
ためのシェ
イプアップ
講座」は施
設使用料）

１０人
来年１月の毎週土曜日
（全４回）　※１月１日を
除く。　 午前１０時～１１時

女性のためのシェイプ
アップ講座
（エクササイズ）

１８歳以上
（高校生を除く）各２０人

来年１月９日�
午前１０時～正午・午後１
時～３時

体力測定会
（６種目測定して体力
年齢を算出）

６０歳以上１０人来年１月１９日�
午後１時３０分～３時

シルバースポーツ体験
会（簡単な運動、スポ
ーツ体験）

講　師内　容時　間日

野々宮 徹   氏
とおる

（愛知教育大学教授）
スポーツ行動の社会性午前１０時～

１１時３０分１
月　

日�
２２ 春日 規  克 氏

のり かつ

（愛知教育大学助教授）
効果的なスポーツ指導
のコツとポイント

午後１時１５分～
２時４５分

横江 清  司 氏（�スポー
きよ し

ツ医・科学研究所所長）
スポーツ障害と外傷午後３時～

４時３０分

寺本 圭  輔 氏
けい すけ

（愛知教育大学助手）
スポーツ指導の安全と
管理

午前１０時～
１１時３０分１

月　

日�
２３

 簗  瀬 　歩
やな せ

   氏
あゆむ

（愛知産業大学助教授）

地域スポーツ指導者の
役割

午後１時１５分～
２時４５分

スポーツ指導者の形態
とリーダーシップ

午後３時～
４時３０分

参加費持ち物定員ときサークル名

２５００円

トレーニン
グウエア、
室内シュー
ズ

２０人
来年１月・２月の毎週木曜日
午後３時３０分～４時３０分
（全８回）

かんたんエアロビクス
（簡単な有酸素運動）

３６００円水着、
水泳帽子２５人

来年１月～３月の毎週木曜日
（２月３日・１０日を除く）
午後２時～３時
（全８回）

エンジョイ
水中ウオーキング指導会
（基礎から始める水中歩行）

広報あんじょう　2004.12.1�
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所
得
控
除
を
受
け
る
皆
さ
ん
へ

年
末
調
整
の
手
続
き
は
済
ん
で
い
ま
す
か

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

●
社
会
保
険
料
控
除
・
小
規
模
企
業
共
済

等
掛
金
控
除　

生
計
を
共
に
す
る
親
族
な

ど
の
負
担
す
る
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険

税
・
国
民
年
金
保
険
料
・
介
護
保
険
料
な

ど
）
を
支
払
っ
た
場
合　

※
国
民
健
康
保

険
税
の
支
払
証
明
書
は
国
保
年
金
課
で
、

　

歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
の
支
払
証

６５明
書
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
分
を
除
く
）

は
高
齢
福
祉
課
で
、
国
民
年
金
保
険
料
と

年
金
天
引
き
に
よ
る
介
護
保
険
料
の
支
払

証
明
書
は
刈
谷
社
会
保
険
事
務
所
（�

〈　

〉２
１
１
１
）
で
発
行
し
ま
す
。

２１●
生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険
料
控
除

生
命
保
険
や
火
災
保
険
な
ど
の
保
険
料
や

掛
け
金
を
支
払
っ
た
場
合　

※
保
険
会
社

な
ど
か
ら
発
行
さ
れ
た
証
明
書
が
必
要
で

す
。

●
扶
養
控
除　

そ
の
年
に
、
子
の
出
生
や

就
職
・
退
職
な
ど
で
扶
養
の
人
数
に
変
更

が
あ
る
場
合

●
配
偶
者
特
別
控
除　

配
偶
者
の
所
得

（
給
与
収
入
で　

万
円
を
超
え
て　

万
円

１０３

１４１

未
満
）
に
応
じ
て
段
階
的
に
控
除　

※
本

人
の
所
得
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
な
ど
、
配
偶
者
の
所
得
が
基
準
内
で
あ

っ
て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
住
宅
取
得
・
借
入
金
等
特
別
控
除　

確

定
申
告
を
し
て
控
除
を
受
け
た
翌
年
か
ら

※
年
末
調
整
の
た
め
の
住
宅
取
得
・
借
入

金
等
特
別
控
除
証
明
書
（
税
務
署
か
ら
送

付
）、住
宅
取
得
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
等
証
明
書
（
借
り
入
れ
た
金
融
機
関
が

発
行
）
が
必
要
で
す
。

■
県
税
の
休
日
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す

●
と
き　
　

月　

日�
・　

日�
午
前
９

１２

２５

２６

時
〜
午
後
５
時

●
と
こ
ろ
�

西
三
河
県
税
事
務
所
ほ
か
す

べ
て
の
県
税
事
務
所
（
高
辻
軽
油
引
取
税

課
を
除
く
）、安
城
県
税
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

県
税
の
収
納
業
務

問
い
合
わ
せ
▼
西
三
河
県
税
事
務
所

徴
収
課（
０
５
６
４〈　

〉２
７
１
１
）、

２７

安
城
県
税
セ
ン
タ
ー
安
城
徴
収
課

（�
〈　

〉２
１
０
１
）

７６

問
い
合
わ
せ
▼
市
税
課
、

刈
谷
税
務
署
（�
〈　

〉６
２
１
１
）

２１

①金色の秋の思い出�

－2004年冬－�山登りが趣味の市長が、季節ごとに、その時の思いを語るコーナーです�

　
　

月
下
旬
の
日
曜
夕
方
、
女
子
柔

１０
道
の
谷
本
選
手
が
帰
省
さ
れ
、
地
元

市
街
地
で
の
祝
勝
パ
レ
ー
ド
が
実
現

し
た
。
当
日
は
、
安
城
市
初
の
金
メ

ダ
リ
ス
ト
を
一
目
見
よ
う
と
沿
道
を

埋
め
尽
く
し
た
人
波
の
中
、
母
校
の

二
本
木
小
学
校
や
安
城
南
部
小
学
校

児
童
た
ち
の
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
に
続

き
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
っ
た
谷
本

選
手
が
手
を
振
り
笑
顔
で
登
場
さ
れ

る
と
、
大
き
な
歓
声
が
街
中
に
こ
だ

ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
ア
テ
ネ
に
向
け
て

声
援
を
送
っ
た
、
あ
の
熱
い
夏
の
夜

の
記
憶
が
鮮
や
か
に
甦
る
。
私
は
、

あ
の
感
動
を
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の
と
こ
ろ
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
の
少
な
か
っ
た
私
た
ち
の
社

会
だ
っ
た
だ
け
に
、
久
々
に
希
望
や

夢
の
持
て
る
明
る
い
話
題
を
提
供
し

て
く
れ
た
彼
女
に
、
心
か
ら
感
謝
し

た
い
。

　

ど
ん
な
時
で
も
夢
を
持
ち
続
け
る

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
夢
の
実
現
の
た

め
に
努
力
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。

私
た
ち
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
必
要

な
基
本
姿
勢
を
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
が
、
彼
女

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
若
い
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
だ
っ
た
。

　

そ
の
日
の
全
て
の
祝
勝
行
事
終
了

後
、
私
は
幸
運
に
も
谷
本
家
の
皆
さ

ん
と
会
食
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
場
の
雰
囲
気
か
ら
、
ご
家
族
の
仲

の
よ
い
こ
と
は
特
筆
も
の
と
感
じ
ら

れ
た
。
愛
情
に
恵
ま
れ
た
家
庭
が
あ

っ
て
素
直
な
よ
い
子
ど
も
が
育
ち
、

好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
め
る
環
境
が

整
え
ら
れ
て
本
人
の
持
つ
才
能
が
開

花
し
て
ゆ
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　

人
間
、
基
本
的
な
部
分
が
き
ち
っ

と
整
っ
て
、
初
め
て
人
生
の
大
輪
が

花
開
く
と
い
う
こ
と
が
、
確
認
で
き

た
だ
け
で
も
嬉
し
か
っ
た
。

　

な
お
当
日
の
式
典
の
中
、
谷
本
選

手
に
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
今
後
の
谷
本
選
手
の
更

な
る
活
躍
を
心
か
ら
ご
期
待
申
し
上

げ
、
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
温
か
な
声
援
を
送
り
続
け
た
い
。


